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１　航空事故調査の経過

１．１　航空事故の概要

シンガポール航空所属エアバス・インダストリー式Ａ３１０－３００型９ＶＳＴＺ 

は、平成７年１月２１日、同社の定期９９０便としてシンガポール国際空港から福岡 

空港へ向け飛行し、０７時３５分日本標準時（１月２０日２２時３５分協定世界時） 

（以下、時刻は日本標準時で記す。）ごろ、福江ＶＯＲ／ＤＭＥの北東約２７kmの上 

空を降下中、ＦＬ２９０において晴天乱気流に遭遇した。

同機には、機長ほか乗組員１１名及び乗客１８４名の計１９６名が搭乗していたが、 

そのうち１名が重傷、１１名が軽傷を負った。

１．２　航空事故調査の概要

1.2.1　調査組織

航空事故調査委員会は、平成７年１月２３日、本事故の調査を担当する主管調査 

官及び調査官１名を指名した。

1.2.2　本件事故調査については、ＤＦＤＲ及びＣＶＲを搭載したまま、事故機が出 

国し、機長も同機で出国したことから、事故後、シンガポール航空当局に一部調査



を委託し、同当局から機長の口述書が送付された。

1.2.3　調査の実施時期

平成７年１月２３日～１月２４日 事実調査

1.2.4　原因関係者からの意見聴取

意見聴取を行った。

２　認定した事実

２．１　飛行の経過

９ＶＳＴＺは、平成７年１月２１日、同社定期９９０便として乗組員１２名及び乗 

客１８４名計１９６名が搭乗し、０２時４９分、福岡空港へ向けてシンガポール国際 

空港を離陸した。

０７時３５分ごろ、同機は福江ＶＯＲ／ＤＭＥの北東約２７kmの上空において、晴 

天乱気流に遭遇した。

機長の口述書によれば、事故に至るまでの経過は次のとおりであった。

巡航高度では安定した飛行であったが、速度Ｍ０．８０で福岡空港へ進入す 

るため降下中、ＦＬ２９０付近において、突然激しい晴天乱気流に遭遇した。速 

度を２９５ktに減ずるように操作したが、激しい揺れのため速度が下がらなかっ 

たので、自動操縦を解除して手動により速度を減じた。

なお、シンガポール国際空港を離陸するに先だって受けたブリーフィングでは、 

晴天乱気流の情報はなかった。また、飛行中、積乱雲等は見られず、ウェザー・ 

レーダーのスコープ上にもエコーはなかった。

重傷を負った客室乗務員によれば、次のとおりであった。

出発前のブリーフィングでは、気象に関する特別な情報はなかった。福岡に近 

くなって後部のギャレーで機内サービスの後片づけ中、突然激しい揺れに遭遇し 

た。最初の揺れで倒れて床に座り込み、その後天井付近まで飛ばされ、空中に暫 

く浮いていた。床に落下した時、手で支えようとして手を負傷した。

突然の揺れであり、その際、シートベルト着用のサインは点灯していなかった。 

同機は、０７時５６分福岡空港に着陸し、負傷者は救急車で近くの病院に収容され 

た。



２．２　人の死亡、行方不明及び負傷

客室乗務員１名が重傷、乗客９名及び客室乗務員２名計１１名が軽傷を負った。

２．３　航空機の損壊に関する情報 

なし

２．４　乗組員に関する情報

機長 男性 ４９歳

定期運送用操縦士証明書 第５００７００号

有効期限 １９９５年３月３１日

総飛行時間 １０，８７１時間４３分

同型式機による飛行時間 ９３６時間５３分

副操縦士 男性 ３４歳

事業用操縦士証明書 第５０２０５７号

有効期限 １９９５年８月３１日

総飛行時間 １，４５７時間４５分

同型式機による飛行時間 ５５７時間５４分

２．５　気象に関する情報

事故当日の０６時に福岡管区気象台が発表した九州地方の天気概況及び当日の予報 

は、次のとおりであった。

九州北部地方は、朝鮮半島付近に中心を持つ高気圧に覆われており、全般に晴 

れています。東シナ海に低気圧が発生し、九州に近づく見込みです。このため、 

初めは薄曇りが広がる程度で晴れますが、次第に雲が厚くなり夕方前からは雨が 

降り出すでしょう。

高層天気図の３００hPa面には、大陸から九州地方を通る風速１６０ktに達する 

ジェット気流があり、５００hPa面には九州上空に６０kt程度の強風域が観測され 

ていた。

また、国内悪天予想図（平成７年１月２１日０９時）によると、朝鮮半島から九州 

北部と四国にかけて、ＦＬ２４０～３４０に並程度の晴天乱気流が予想されていた。

（付図１、２、３及び４参照）

２．６　飛行記録装置及び操縦室用音声記録装置に関する情報

同機は福岡空港に着陸後、飛行記録装置及び操縦室用音声記録装置を搭載したまま



出国し、シンガポール到着後も取り下ろされなかったため、当該データを得ることが 

できなかった。

３　事実を認定した理由

３．１　解析

3.1.1　機長及び重傷を負った客室乗務員の口述から、同機は晴天乱気流に遭遇した 

ものと推定される。

3.1.2　国内悪天予想図によれば、朝鮮半島南部から九州北部と四国にかけて、ＦＬ 

２４０～３４０に晴天乱気流が予想されていたが、機長は航空路情報提供業務 

（ＡＥＩＳ）等を利用して確認していなかったものと推定される。

3.1.3　機長がシートベルト着用のサインを点灯しなかったのは、機長の口述から、 

巡航高度における気流は安定しており、また、機長が晴天乱気流の存在を予測して 

いなかったことによるものと推定される。

４　原因

本事故は、同機が福岡空港へ進入するため降下中、晴天乱気流に遭遇したことによ 

るものと推定される。
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